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太宰府館
地図

当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 を利用してください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

★木うそ絵付け体験
4月9日㈰　　

午前11時～午後3時(随時)

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 　

※次回5月14日㈰ 

3階　まほろばホール

お知らせ

太宰府館では、フリマボックスの新規出展者を
募集しています。グループでの出展も大歓迎で
す。

※手作り作品のみ、３カ月契約になります。
【基本使用料】
■3段ボックス：月額2,200円
　【サイズ：45ｃｍ×45ｃｍ×45ｃｍ×3段】
■1段ボックス：月額1,650円
　【サイズ：85ｃｍ×55ｃｍ×35ｃｍ】
※詳細は太宰府館へ問い合わせてください。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント

など、予告なく変更になる場合があります。

体験プログラム

事前申込は必要ありません

★フリマボックス出展者募集

　『筑紫万葉のふるさと大宰府』で歌を詠んでみ
ませんか？
　本市では俳句・短歌ポストを設置し、入選作品
を太宰府館1階エントランスホールに掲示してい
ます。季節ごとに審査し、入選者には個人通知と
記念品を贈呈します。
　たくさんの応募をお待ちしています。

★俳句・短歌作品募集

体験プログラム

事前申込は必要ありません

★史跡解説『門前町散策』
4月2日㈰　

集合：午前10時　

解説：(公財)古都大宰府保存協会史跡解説員

門前六町のうち、「さいふまいり」で賑わった

下三町(大町・新町・五条)を史跡解説員と一緒に

めぐります。

コース：太宰府館～西鉄太宰府駅～中村徳山顕彰碑と

井上哲次郎生誕地碑～神牛塚～三浦の碑と高橋口～

金掛天満宮～西鉄五条駅

参加費：無料　※次回5月7日㈰

★万葉集講座
4月8日㈯　

開場：午後１時30分　開演：午後２時

講師：向井克年先生(万葉博士)

参加費：一般1,000円

(資料代込・事前申込要)

※次回　5月13日㈯

問い合わせ：
ま つ  お

松尾☎(922)7328

む か  い  か つ と し

★坂東流錦寿会勉強会
4月22日㈯　

開場：午前10時　開演：午前10時30分

入場料：無料　（事前申込不要）

年に一度の日本舞踏坂東錦寿の勉強会です。

問い合わせ：山嵜和子　080(6416)7707
や ま さ き か ず  こ
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皆さんはピアノを習ったことがありますか？日本ではピアノを習うというと家の

ピアノで練習し、先生の家や教室に行くか生徒の家に来てくれることが多いよう

ですが、韓国は少し違います。韓国ではピアノはあまり家にはなく、ピアノ塾で練

習します。

ピアノ塾の中は一般的にいくつもの狭いブースに分かれていて、それぞれのブー

スにピアノが１台ずつ入っています。授業のシステムは、空きブースに入ってピアノ

を練習していると、先生が各ブースに入ってレッスンしてくれて練習量を決めてく

れます。生徒は１人で決められた練習量を達成した後、先生に確認してもらい、大

丈夫と言われたら終了になります。

私も小学生の頃ピアノ塾に通いましたが、６ブースあり３人の先生がいる塾でし

た。その時はブース内で何度もピアノの練習をするのが面倒で、１回だけ練習して

２回練習したようにしたこともありました。今になって、先生たちはそれを予想し

て練習量を決めているという話を聞いて、少し笑いました。私みたいな先生の言

うことを聞かない子も多かったようです。

このシステムのおかげでピアノを購入する負担がないため、韓国ではピアノを

習ったことがある人がかなり多いです。ピアノ塾でピアノ以外にもバイオリンやフ

ルート、リコーダー、オカリナなどの楽器や声楽などを一緒に教えてくれることも

多く、楽器に気軽に接することができます。

もちろん、ピアノ塾は趣味レベルの内容で行われること

がほとんどで、本格的に音楽の道に進みたい学生なら個人

レッスンを受けることが多いです。それでも、このように手

軽にピアノを学べるのはメリットではないかと思います。

韓国のピアノのおけいこ

（筑紫野市）池坊

花材 レースフラワー、リューココリーネ、

チューリップ、スイトピー他

米倉　早苗

（応募時）

よねくら さ なえ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 3637 広報だざいふ 2023.4 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.4 （令和 5 年）


